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13
　
安
全
保
障
理
事
会
決
議
一
五
一
一

（
二
〇
〇
三
）（
イ
ラ
ク
多
国
籍
軍
派

遣
）（
抄
）

採　
　

択　

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
六
日（
全
会
一
致
）

　　

安
全
保
障
理
事
会
は
、

　

同
理
事
会
の
二
〇
〇
三
年
五
月
二
二
日
の
決
議
一
四
八
三

（
二
〇
〇
三
）及
び
二
〇
〇
三
年
八
月
一
四
日
の
決
議
一
五
〇
〇

（
二
〇
〇
三
）
を
含
む
イ
ラ
ク
に
関
す
る
従
前
の
決
議
、

二
〇
〇
一
年
九
月
二
八
日
の
決
議
一
三
七
三（
二
〇
〇
一
）を
含

む
テ
ロ
行
為
に
起
因
す
る
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
脅
威
に
関

す
る
従
前
の
決
議
並
び
に
そ
の
他
の
関
連
す
る
決
議
を
再
確
認

し
、

　

イ
ラ
ク
の
主
権
は
イ
ラ
ク
の
国
家
に
存
在
す
る
こ
と
を
強
調

し
、
イ
ラ
ク
国
民
が
自
由
に
自
ら
の
政
治
的
将
来
を
決
定
し
自

ら
の
天
然
資
源
を
管
理
す
る
権
利
を
再
確
認
し
、
イ
ラ
ク
人
が

自
ら
を
統
治
す
る
日
が
速
や
か
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
決
意
を
繰
り
返
し
述
べ
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
迅
速
に
進
展
さ

せ
る
に
際
し
、
国
際
的
な
支
援
、
特
に
地
域
の
国
々
、
イ
ラ
ク

の
近
隣
諸
国
及
び
地
域
機
関
に
よ
る
支
援
の
重
要
性
を
認
識
し
、

　

安
定
及
び
安
全
の
状
態
の
回
復
の
た
め
の
国
際
的
な
支
援
が

イ
ラ
ク
国
民
の
福
祉
及
び
す
べ
て
の
関
係
者
に
よ
る
イ
ラ
ク
国

民
の
た
め
の
作
業
の
遂
行
能
力
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
こ
の
観
点
か
ら
決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）の
下

で
の
加
盟
国
の
貢
献
を
歓
迎
し
、

　

イ
ラ
ク
国
民
の
願
望
を
具
体
化
す
る
憲
法
を
起
草
す
る
制
憲

議
会
の
準
備
の
た
め
、
憲
法
準
備
委
員
会
を
組
織
す
る
と
い
う

イ
ラ
ク
統
治
評
議
会
の
決
定
を
歓
迎
し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
速

や
か
に
完
了
す
る
よ
う
要
請
し
、

　

（
中
略
）

　

イ
ラ
ク
の
状
況
は
、
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
引
き
続
き
国
際

の
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
脅
威
を
構
成
す
る
と
決
定
し
、

　

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
に
行
動
し
て
、

一　

イ
ラ
ク
の
主
権
及
び
領
土
保
全
を
再
確
認
し
、
そ
の
文

脈
に
お
い
て
、
決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）に
お
い
て
認
め

ら
れ
、
規
定
さ
れ
て
い
る
、
関
係
国
際
法
の
下
で
の
連
合
暫

定
施
政
当
局（
当
局
）の
特
定
の
責
任
、
権
限
及
び
義
務
の
行

使
は
、
特
に
下
記
の
第
四
項
か
ら
第
七
項
及
び
第
一
〇
項
の

規
定
で
定
め
ら
れ
る
措
置
を
通
じ
て
、
イ
ラ
ク
国
民
に
よ
っ

て
樹
立
さ
れ
る
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
代
表
政
府
が
就
任
し
、

当
局
の
責
任
を
引
き
受
け
る
時
に
終
了
す
る
暫
定
的
な
性
格

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

二　

イ
ラ
ク
国
民
を
広
く
代
表
す
る
統
治
評
議
会
の
設
立
に
対

す
る
、
ア
ラ
ブ
連
盟
、
イ
ス
ラ
ム
会
議
機
構
、
国
連
総
会
及

び
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
の
よ
う
な
場
に
お
け
る
国
際
社

会
の
肯
定
的
な
反
応
を
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
代
表
政
府

に
向
け
た
重
要
な
一
歩
と
し
て
歓
迎
す
る
。

三　

閣
僚
及
び
憲
法
準
備
委
員
会
の
任
命
を
含
め
、
イ
ラ
ク
国

民
が
自
ら
の
問
題
を
漸
進
的
に
管
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
主
導

す
る
た
め
に
、
イ
ラ
ク
国
民
を
結
集
す
る
と
の
統
治
評
議
会

に
よ
る
努
力
を
支
持
す
る
。

四　

統
治
評
議
会
及
び
そ
の
閣
僚
は
、
イ
ラ
ク
暫
定
行
政
機
構

の
主
要
な
機
関
で
あ
り
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
代
表
政
府

が
樹
立
さ
れ
、
当
局
の
責
任
を
引
き
受
け
る
ま
で
の
移
行
期

間
に
お
い
て
、
同
機
構
が
、
そ
の
更
な
る
発
展
を
予
断
す
る

こ
と
な
く
、
イ
ラ
ク
国
家
の
主
権
を
体
現
す
る
こ
と
を
決
定

す
る
。

五　

イ
ラ
ク
の
施
政
は
、
イ
ラ
ク
暫
定
行
政
機
構
の
発
展
組
織

に
漸
次
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

六　

当
局
に
対
し
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
統
治
の
責
任
及
び

権
限
を
実
行
可
能
な
限
り
早
急
に
イ
ラ
ク
国
民
に
返
還
す
る

こ
と
を
要
請
し
、
ま
た
当
局
に
対
し
、
統
治
評
議
会
及
び
事

務
総
長
と
適
切
に
協
力
の
上
、
達
成
さ
れ
た
進
展
に
つ
い
て

同
理
事
会
に
報
告
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

七　

統
治
評
議
会
に
対
し
、
当
局
と
協
力
し
及
び
状
況
が
許

せ
ば
事
務
総
長
特
別
代
表
と
協
力
し
て
、
イ
ラ
ク
の
新
憲
法

の
起
草
及
び
同
憲
法
の
下
で
の
民
主
的
選
挙
の
実
施
の
た
め

の
日
程
表
及
び
計
画
を
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
五
日
ま
で
に
、

そ
の
検
討
の
た
め
、
安
全
保
障
理
事
会
に
提
出
す
る
よ
う
慫

慂
す
る
。

八　

国
連
は
、
事
務
総
長
、
事
務
総
長
特
別
代
表
及
び
国
連

イ
ラ
ク
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
道
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
、
イ
ラ
ク
の
経
済
的
復
興
及
び

持
続
的
開
発
の
た
め
の
条
件
を
促
進
す
る
こ
と
、
並
び
に
代

表
政
府
の
た
め
の
国
家
及
び
地
方
の
組
織
を
回
復
及
び
設
立

す
る
努
力
を
推
進
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る

重
大
な
役
割
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

九　

事
務
総
長
に
対
し
、
状
況
が
許
せ
ば
、
二
〇
〇
三
年
七
月

一
七
日
の
事
務
総
長
報
告（
Ｓ
／
二
〇
〇
三
／
七
一
五
）の
第

九
八
項
及
び
第
九
九
項
の
規
定
に
示
さ
れ
た
行
動
方
針
を
追

求
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
〇　

制
憲
議
会
を
開
催
す
る
と
の
統
治
評
議
会
の
意
図
を
留

意
し
、
同
議
会
の
召
集
が
主
権
の
完
全
な
行
使
へ
の
動
き
に

お
け
る
里
程
標
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
国
民
対
話
や
合
意

形
成
を
通
じ
た
そ
の
準
備
を
可
能
な
限
り
早
急
に
行
う
こ
と

を
要
求
し
、
ま
た
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
対
し
、
同
会
議

の
召
集
の
時
点
に
お
い
て
、
又
は
、
状
況
が
許
せ
ば
、
選
挙

手
続
の
設
立
を
含
む
政
治
移
行
過
程
に
お
い
て
国
連
の
比
類

の
な
い
専
門
知
識
を
イ
ラ
ク
国
民
に
与
え
る
こ
と
を
要
請
す

る
。

一
一　

事
務
総
長
に
対
し
、
イ
ラ
ク
統
治
評
議
会
に
要
請
さ
れ

た
場
合
、
国
連
及
び
関
連
組
織
の
資
源
の
利
用
が
可
能
と
な

る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
状
況
が
許
せ
ば
、
上
記
第

七
項
の
規
定
に
お
け
る
統
治
評
議
会
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
計

画
の
推
進
を
支
援
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

分
野
に
お
い
て
専
門
知
識
を
有
す
る
他
の
組
織
に
対
し
、
要

請
さ
れ
た
場
合
、
イ
ラ
ク
統
治
評
議
会
を
支
援
す
る
よ
う
奨

励
す
る
。

一
二　

事
務
総
長
に
対
し
、
本
決
議
の
下
で
の
自
ら
の
責
務
、

並
び
に
上
記
第
七
項
の
規
定
の
下
の
日
程
表
及
び
計
画
の
進

展
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
す
る
よ

う
要
請
す
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集



14　安保理決議一五四六909

一
三　

安
全
と
安
定
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
上
記
第
七
項
の
規

定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
成

功
裡
に
完
了
す
る
こ
と
並
び
に
国
連
が
そ
の
プ
ロ
セ
ス
及
び

決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）の
履
行
に
効
果
的
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
、
統

合
さ
れ
た
司
令
部
の
下
の
多
国
籍
軍
に
対
し
、
日
程
表
及
び

計
画
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
条
件
を
確
保
す
る
目
的
の
も

の
を
含
め
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
安
全
及
び
安
定
の
維
持
に
貢

献
す
る
た
め
、
ま
た
、
国
連
イ
ラ
ク
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ

ラ
ク
統
治
評
議
会
及
び
イ
ラ
ク
暫
定
行
政
機
構
の
他
の
機
関

並
び
に
主
要
な
人
道
・
経
済
施
設
の
安
全
に
貢
献
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
る
権
限
を
与
え
る
。

一
四　

加
盟
国
に
対
し
、
上
記
第
一
三
項
の
規
定
で
言
及
さ
れ

て
い
る
多
国
籍
軍
に
対
し
て
、
軍
隊
を
含
む
支
援
を
国
連
の

こ
の
権
限
の
下
に
提
供
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
五　

同
理
事
会
は
、
本
決
議
の
採
択
の
日
か
ら
一
年
以
内

に
、
上
記
第
一
三
項
の
規
定
で
言
及
さ
れ
て
い
る
多
国
籍
軍

の
要
件
及
び
任
務
を
再
検
討
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
上
記
第
四
項
か
ら
第
七
項
及
び
第
一
〇
項
の
規
定
で
言

及
さ
れ
て
い
る
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
に
よ
り
多
国
籍
軍
の

任
務
は
終
了
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ま
た
、
そ
の
場
合
に
お

い
て
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
イ
ラ
ク
代
表
政
府
の
見
解
を

考
慮
に
入
れ
つ
つ
多
国
籍
軍
の
継
続
の
い
か
な
る
将
来
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
準
備
が
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

一
六　

決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）
の
第
四
項
の
規
定
に
従

い
、
法
、
秩
序
及
び
安
全
を
維
持
し
、
テ
ロ
と
闘
う
効
果
的

な
イ
ラ
ク
警
察
及
び
治
安
部
隊
を
設
立
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
、
加
盟
国
並
び
に
国
際
機
関
及
び
地
域
機
関
に
対

し
、
イ
ラ
ク
警
察
及
び
治
安
部
隊
の
訓
練
及
び
装
備
化
に
貢

献
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
七
～
一
八（
略
）

一
九

加
盟
国
に
対
し
、
イ
ラ
ク
へ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
通
過
、

テ
ロ
リ
ス
ト
の
た
め
の
武
器
及
び
テ
ロ
リ
ス
ト
を
支
援
す
る

資
金
供
与
を
防
止
す
る
よ
う
要
請
し
、
こ
の
観
点
か
ら
、
こ

の
地
域
の
国
家
、
特
に
イ
ラ
ク
の
近
隣
諸
国
の
協
力
を
強
化

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

二
〇

加
盟
国
及
び
国
際
金
融
機
関
に
対
し
、
経
済
の
復
興
及

び
開
発
に
お
い
て
イ
ラ
ク
国
民
を
支
援
す
る
努
力
を
強
化
す

る
よ
う
訴
え
、
そ
れ
ら
の
機
関
に
対
し
、
統
治
評
議
会
及
び

適
切
な
イ
ラ
ク
の
省
庁
と
協
力
し
て
、
幅
広
い
融
資
及
び
そ

の
他
の
財
政
援
助
を
イ
ラ
ク
に
提
供
す
る
た
め
に
直
ち
に
措

置
を
と
る
よ
う
要
請
す
る
。

二
一　

加
盟
国
並
び
に
国
際
機
関
及
び
地
域
機
関
に
対
し
、

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
三
か
ら
二
四
日
の
マ
ド
リ
ー
ド
の

国
際
支
援
国
会
議
に
お
け
る
実
質
的
な
支
援
表
明
を
含
め
、

二
〇
〇
三
年
六
月
二
四
日
の
国
連
技
術
協
議
に
お
い
て
開
始

さ
れ
た
イ
ラ
ク
復
興
努
力
を
支
援
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

二
二　

加
盟
国
及
び
関
係
機
関
に
対
し
、
イ
ラ
ク
の
経
済
基
盤

の
復
旧
及
び
復
興
に
必
要
な
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ラ
ク
国
民
の
必
要
性
を
満
た
す
こ
と
を
支
援
す
る
よ
う
要

請
す
る
。

二
三　

決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）の
第
一
二
項
の
規
定
に
言

及
さ
れ
て
い
る
国
際
諮
問
監
視
理
事
会（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｂ
）が
優
先

し
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金

が
決
議
一
四
八
三（
二
〇
〇
三
）の
第
一
四
項
の
規
定
に
示
さ

れ
た
透
明
性
の
あ
る
方
法
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し

表
明
す
る
。

二
四　

す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
決
議
一
四
八
三

（
二
〇
〇
三
）の
第
一
九
項
及
び
第
二
三
項
の
規
定
の
下
で
の

義
務
、
特
に
、
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
の
た
め
に
、
イ
ラ
ク
開

発
基
金
に
資
金
そ
の
他
の
金
融
資
産
及
び
経
済
資
源
を
即
時

に
移
管
す
る
義
務
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る
。

二
五　

米
国
に
対
し
、
上
記
第
一
三
項
の
規
定
で
定
め
ら
れ

る
多
国
籍
軍
を
代
表
し
て
、
適
切
に
か
つ
六
箇
月
以
内
毎
に
、

同
軍
の
取
組
及
び
進
展
に
つ
い
て
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告

す
る
よ
う
要
請
す
る
。

二
六　

こ
の
問
題
に
引
き
続
き
関
与
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
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